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国際的には、既にISO(International Organization for Standardization）が1996年9月にお014000シリー











































の約3醤を既に割減していたが、 2社は 1暫寝であり、残り 2社はほとんど前減していなかった。
このように現状での取り組み達或度は各社異去っていたが、今後の取り組みによる将来削減可能量
としては8社ともC02では約8割となることがわかった。立ち木の伐採・前誠量では、 2社は立ち
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は 5 社とも立ち木では約 9 書ti§~ となることがわかったO また、環境パフォーマンス評缶の結果から
改善評値を行って、今後の各企業に適した取り組みについて環境負斉削減の者効性の度合では、 5
社のうち 4社で資源北ごみの分別徹まによる取り組みが今後最も効果的であることがわかったO
一方、 1ヲ95年と1997年の全業5社におけるC02発生・削減量の比較では、 3社ではお年と比べて
同量、または少し上回っており、残存 2社は5割以上低くなっていた。また、金業5在における集
荷削減のためのシミュレーション結果、各企業における最小限のC02排出量では、 4干士は95年と
比べてほほ同量、または少し減っており、残り 1社は3割以上増加していた。環境パフォーマンス
評舗の結果から改善評倍を行って、今後の各金業に適した取り組みについての環境負荷削減の有効
性の度合では、 95年と97年共に、 f資源化ごみの分間jの取り組みが最も有効であることがわかっ
？こ口
本研究では、金業の環境負荷削減のため f資源化ごみの分別j「再生紙のイ吏用jfうら紙の使用J
という取り組みの撤底によるシミュレーシヨンを行い、今後の各企業に最も適した環境負荷削減の
取り組みについての有効性評緬をし、金業別iこ負荷削減のための具体的提言を行ったにもかかわら
ず、取り組み達成率は減少した。しかし、紙使用量の減少によりC02総発生量は減少しており、
環境には良い結果となっていた。この様に負荷削減の取り組み条件をさらに増やすなどして、企業
の評鍾方法に多様性を持たせる必、要があると思われる。一方、筆者の提言にも限界がある。環境負
荷削減のための提言を行っても、企業はあくまでも経済重視であり、環境重視ではないため、提言
の実行は非常に難しいと考えられる G また、現状での環境に対する法的規制も確かと泣言えないこ
とから、環境保護のための新たな法・経済的システムの確立が必要であると考えられる。
